
新北市三芝区の山々に咲き乱れる桜は
毎年最も美しい桜の季節の幕を捲りま
す。台湾北部の桜の名所と言えば、三生
歩 道 は 絶 対 的 仲 間 入 り で あ り 、 約 4 0 0 
本の桜が大坑川岸に立ち並び、この辺
を散策しつつ、大坑川の潺を聴き、遠く
に広がる美しい大坑の棚田を見晴らす
のは印象深いものです。三生歩道に足
を踏み入れる際は入口の桜の看板娘を
見付け、一緒に写真を撮ることを忘 れ
ず、美しい旅の思い出を残しましょう。歩
道脇には希望市場や農民市場が あり、
地 元 の 高 品 質 な お 土 産 及 び 新 鮮 な 農
産品が販売されております。又は大根
引 き 体 験 等 の 農 作 業 イ ベ ン ト も 行 わ
れ、来訪者の桜鑑賞の旅に豊かな収穫

を満たさせてくれます。
今年の桜の季節には特に地元の芸術家
が 三 芝 農 村 文 化 体 験 館 及 び 興 華 駅 で
最新の作品を共有するイベントが開催
されます。其の中の八甲柴窯の許俊翔
先 生 は 三 芝 の 真 子 べ 竹 の 収 穫 後 に 出
た廃棄された真子べ竹の殻を用いり、
伝統的な柴燒技法を組み合わせ、独自
無 二 な 真 子 べ 竹 の 殻 の 陶 芸 作 品 を 創
出なさいました。

2024 新北市三芝区の桜の季節

03/01-03/31
新北市三芝区の三生歩道
02-2636-2111#254
www.sanzhi.ntpc.gov.tw

新北市の各地には多様で豊かな芸術団
体があり、文化及び創造力の人材が輩
出され、充実した芸術エネルギーが市
全体に多彩で鮮やかな都市の風景を継
ぎ足します。芸術家の交流を促進するべ
く、3 月 25 日に第 21 回視覚芸術界の
盛 大 な イ ベ ン ト で あ る 「 新 北 市 美 術 家
連合展覧会」が開催されます。台北県か
ら今時の新北市への発展はこの首都を
取り囲む土地が地元の芸術的な創造力
と文化的なイベントの実験的な活力を
滋養しており、独自の芸術生態系を形
成しております。 「伝承」と「革新」の精
神を用いり、お互いに支え合い、世代間
の交流を促進し、共鳴するイメージの記
憶を探り、新北市の芸術的な栄光を共

に築いております。「思潮共鳴- 2024 新
北市美術家連合展覧会」は書道、絵画
芸術、絵画版画芸術、立体造形芸術、映
像及び科学技術メディア芸術の 4 つの
芸術分野に分かれ、芸術家に出品して
頂き、市内の 6 つの展覧スペースで共
同展覧され、市民に高品質な展覧を提
供致します。

思潮共鳴：2024 年新北市美術家連合展覧会

03/15-04/14
新北市芸文センター
02-2253-4417#122

山 中 で 新 し い 波 が 立 ち 上 が り 、 茶 の 無
限の可能性が湧き起こる。新北市・坪林
茶業博物館は「不二味- 旅人食通信」誌
と提携し、「茶ブーム」という特別刊行物
を出し、それに合わせ、「新茶ブーム La 
Nouvelle Vague du Thé」特別展を館
内で開催しております。清々しく、ファッ
ショナブルなスタイルで、包種茶の淡麗
甘口の秘密を分析し、新しい世代の茶
農家達が故郷に戻り、茶を栽培する裏
に あ る 知 ら れ ざ る 物 語 を 披 露 し ま す 。        
今 度 、 こ の 雑 誌 は 茶 博 物 館 と 提 携 し 、
「坪林青年茶業發展協会」の新世代の
茶農家達を主役に招き、専門のヘアメ
イクで茶農家達をクールで格好いいモ
デルに変身させて頂き、詩人のポールソ

ンが創作した連詩と合わせ、前衛的で
詩的な映像美学を披露します。今度の
特別展では、三者が提携し、刷新された
新 思 潮 を 通 す こ と に よ り 、 茶 文 化 を
ファッション撮影、現代詩、茶酒の風味
等元素と組み合わせ、新しい時代の茶
文化の新記号を掻き立てます。特別展
は即日から 4 月 30 日まで開催され、茶
職人達が一生懸命修行する修行場を行
き交い、大衆を幻想的な光影の中に案
内致し、包種茶の芳香の秘密を明らか
にし、踏ん張った茶摘みの手がどのよう
に巧妙に新茶ブームを巻き起こしてい
るのかをご覧いただきます。

新茶ブーム特別展
La Nouvelle Vague du Thé

即日より 04/30 まで
新北市坪林茶業博物館
02-2665-6035#101
www.tea.ntpc.gov.tw 

台湾史前動物特別展覧会

即日より 2025/01/05 まで
新北市立十三行博物館
02-2619-1313#306
www.sshm.ntpc.gov.tw

台湾史前動物特別展覧会億万年以来、
様々な種類の動物が台湾のこの土地に
棲息してきました。古代から現代まで人
類の発展と共になしてきて、絶滅した動
物があるにも拘らず、吾等は相変わら
ず地層中の化石を通じることにより、台
湾の過去の自然生態系と人類と環境の
相互作用を理解することができます。 
新北市立十三行博物館では、即日より 
2025 年 1 月 5 日まで、「台湾史前動物
特別展覧会」を開催し、全 4 つの展覧エ
リアに分かれ、120 点以上の展覧品が
展覧されております。 第 1・2 展覧エリ
アでは、台湾の古代にご案内致し、氷河
時代に台湾に棲息していた先史時代の
動物の化石を認識して頂き、又、稀に明

らかにされる野生動物の標本や狩猟道
具（鏃、網の錘、窪み石等）も展覧され
、先史時代の人類が如何に狩りの様子
を目にすることができます。 第 3・4 展
覧エリアでは、人類が如何に動物資源
を利用する様々な方法を紹介致します。
例えば、先史時代の人類が物々交換の
重要な資源として使用されていた；日
本鹿の皮。及びに先史時代の人類が常
に日常生活に浮き彫りにした動物のト
ーテム。又は台湾先住民族の文化の中
の動物のイメージや神話物語も語られ
ております。 展覧会場では、豊富な固着
展覧品で目を楽しめる他には、数多くの
楽しい双方向ゲームも設置されており。



09:00-17:00（毎月第一の月曜日休館）
Free
02-2929-8830
新北市中和区中和路390号2階
MRTオレンジラインに乗って、「永安市場駅」
で降ります。

新北市美麗永安芸文センター

演芸ホール開放時間：開演60分前よりチケッ
ト提示でロビーに入場可能。客席開場は開演
30分前となります。
02-2682-0035
新北市樹林区樹新路 40-8 号
鉄道「樹林駅」正面（鎮前街）出口より左に
進み、徒歩約8分で到着（SHOWTIME シネマ
横）

樹林芸文センター新北市芸文センター

09:00-17:00（第一月曜日休館）
 Free
02-2253-4417
新北市板橋区莊敬路 62 号
MRT→板南線（ブルーライン）「新埔駅」に
て下車。4番出口を出て右折し、横断歩道を
渡り、文化路二段182巷まで直進し、右折。
再び直進し、約3分で到着。

新荘文化芸術センター

09:00-17:00（第一月曜日休館）
Free
02-2276-0182#101
新北市新莊区中平路 133 号
MRT→板南線に乗り、「新埔駅」にて下車。
805番バスに乗り換え、「新泰游泳池」バス停
にて下車。または5番出口を出て藍18番バス
に乗り換え、「新荘高中」バス停にて下車。

国定古跡林本源園邸

09:00-17:00（第一月曜日休館） 
NT$80
02-2965-3061#23
新北市板橋区西門街 9 号 
MRT→板南線（ブルーライン）「府中駅」に
て下車、1番出口から徒歩約8分。

府中15

09:30-17:00（第一月曜日休館）
Free
02-2968-3600#211
新北市板橋区府中路 15 号 
MRT→5 番 線 （ 板 南 線 ） に 乗 車 し 、 「 府 中
駅」にて下車。2番出口を出て、徒歩約40mで
到著。もしくは1番出口を右へ進み、横断歩道
を渡って直進。約3分で到着。

板橋 435芸文特区

月曜～金曜 09:00-17:00、土曜～日曜 09:00-
18:00（第一月曜日休館）
Free
02-2969-0366
新北市板橋区中正路 435 号 
MRT→板南線（ブルーライン）「板橋駅」にて
下車。 310、307、810、857、786番バスに乗り換
え、「板橋国中（ 435芸文特区）」にて下車。

新北市立黄金博物館

月曜～金曜 09:30-17:00、土曜～日曜 09:30-
18:00（第一月曜日休館，祝日の場合は平常
通り開館し、翌日が休館です）
NT$80       02-2496-2800
新北市瑞芳区金光路8号 
台北―金瓜石：MRT「忠孝復興駅」2番出口
を出て、九份経由の1062番バスに乗車、「金瓜
石（黄金博物館）」にて下車。

即日より

淡水古蹟マイクロ博物館

新北市立淡水古蹟博物館

月曜～金曜09:30-17:00、土曜～日曜 09:30-
18:00（第一月曜日休館）
NT$80
02-2623-1001
新北市淡水区中正路 28 巷 1 号
MRT「淡水駅（終着駅）」に到着したら紅26
番、836番のバスに乗り換え、紅毛城まで。

即日より 12/08 まで

器: 天地人の器特別展

新北市坪林茶業博物館

月曜～金曜09:00-17:00、土曜～日曜 09:00-
17:30（第一月曜日休館）
NT$80
02-2665-6035
新北市坪林区水徳里水聳淒坑 19-1 号
MRT「新店駅」にて下車し、923番または緑12
番（G12）の新店バスに乗り換え、「坪林国
中」バス停にて下車、徒歩約5分で到着。

新北市美術館

10:00-17:00
Free
02-2679-6088
鶯歌区館前路 300 號 
台湾铁道→鉄道「鴬歌駅」にて下車、文化路に
沿って館前路に出てから道沿いを真っすぐに
歩いていくと到着。

新北市立鶯歌陶磁博物館

月曜～金曜09:30-17:00、土曜～日曜 09:30-
18:00（第一月曜日休館）
NT$80
02-8677-2727
新北市鴬歌区文化路 200 号 
台湾鉄道→台湾鉄道の区間車（各駅停車）
に乗車して「鴬歌駅」にて下車。文化路の出口
を出て徒歩10分。

新北市立十三行博物館

09:30-17:00（第一月曜日休館）
NT$80
02-2619-1313
新北市八里区博物館路 200 号
MRT「関渡駅」→紅13番バス→「十三行博物
館」バス停。または、MRT「淡水駅」→渡し船→
紅 22 番バス、704 番バス→「八里行政中心

（十三行博物館）」バス停。

10:00-22:00
Free            
02-2976-8725
新北市三重区正義南路86 巷
MRT「中和新蘆線 - 迴龍線」に乗車し、「台北
橋」で下車後、徒歩で文化南路→福徳南路→
正義南路86 巷を進みます。

新北市眷村文化園区—空軍三重一村

09:00-17:00
Free
02-2950-6606
新北市板橋区漢城東路166号3階
MRTパナム線「板橋駅」3A出口を出て、板橋
駅1階東側から仙民街を直進し、漢城東路を
右折して徒歩7分程度です。

新板アートギャラリー

即日より 04/14 まで

感動のドラゴン―鶯歌陶磁博物館特展

04/01-5/31

2024年の新北考古生活祭

即日より 12/31 まで

台湾に移転の歴史記憶を常設展―シャオ将軍邸


